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1. 背景

全国的に流通している野草茶である「ハブ茶」の原料は、

元来は「ハブソウ」であったが、現在は「エビスグサ」の種

子部分であるケツメイシが使用されている。

しかし、高知県では今でもハブソウを使用したハブ茶生産

が持続されており、産直市や直販所等で販売されている。



2. 目的

全国で流通しているエビスグサ原料のハブ茶に対し、

元来の原料であるハブソウ原料のハブ茶を生産販売している

高知県でのハブ茶生産手法、流通状況、現時点での問題点を

明らかにし、エビスグサ原料との差別化や付加価値化を図り、

今後飲み続けられていくための課題を明らかにする。

3. 手法

3.1 聞き取り調査
・プレインタビュー
・（主）聞き取り調査

3.2 アンケート調査
・物部キャンパス一日公開での
ハブソウ・エビスグサの飲み比べ



3.1 聞き取り調査

〇プレインタビュー項目

・全国、高知県のハブ茶についての情報や問題

・ハブ茶の生産加工の基本的な流れについて

・県内商品について

〇聞き取り調査項目

・経営形態、経営構成員、立地、ハブソウ栽培面積
→県内での規模をこちらで設定

・収穫～販売までの期間、加工機械
・販売量、農業総収入、販売単価、販売先
・複合農業の有無

・詳細なハブ茶生産手法
・生産販売での課題点



3.2 アンケート調査

〇準備物

・紙コップ
・お茶パック
・アンケート用紙（後述）

①ハブソウ ： 2Lのお湯に2パック
（約12g）入れて
弱火で5分ほど蒸らす

②エビスグサ： 2Lのお湯に5パック
（約20g）入れて
弱火で10分ほど蒸らす

・水（いろはす、2L×9本）
・ハブソウ原料茶葉（香綾苑）
・エビスグサ原料茶葉（喜保屋）

（左）ハブソウ
（右）エビスグサ

〇アンケート用紙（表面）



〇アンケート用紙（裏面）

4．結果
4.1 聞き取り調査

〇プレインタビュー（生産者A）

・ 高知県のハブ茶生産において、原料はほぼ100％ハブソウ

・ 流通は、産直市などの直販所がほとんどである

・ 販売額は100gあたり300~400円程度

・ 年々生産者は減少している

・ 県内の若い世代の認知度も減少傾向



〇生産者A

経営形態 個人

経営構成員※ 収穫 5人程度
加工 7人程度

立地 平地、南国市
ハブソウ栽培面積※ 20~25a
県内での規模 中～大

収穫から販売開始までの期間 2か月（保存してからの熟成1か月含む）

加工機械※

・餅つき機（もみ作業）
・乾燥機
・鉄窯（炒り作業）
・最後の細断は、県農協の茶細断機を使用

販売量※ 280~300kg

〇生産者A

農業総収入※ 500万程度（他の野草茶の収益も含む）

販売単価※

70gで756円
ティーバッグ4g×16個（64g）で864円
テトラバッグ2g×25個（50g）で1296円
（すべて香稜苑さんネットショップでの単価）

販売先 ・自身のアンテナショップ
・ホームページからのネット販売

複合農業※

きし豆茶、桑茶、どくだみ茶、びわ茶
番茶
東山（干芋）
野菜（小規模）



〇生産者Aでのハブ茶加工法

収穫

乾燥機 天日干し

もみ作業カット

保存（熟成）

・生産者Aは、高知県でほぼ唯一ハブ茶のインターネット販売を

している。

・購入者増加のために、ハブ茶の食品特性・機能性について研究し、

他の茶に比べGAVAが高いことを発見。

・ティーバッグ加工により利便性を高めた。

⇒しかしティーバッグ加工によりリーフ茶で販売するよりも

高価格化。（100gあたり800円から1500円ほどに）



〇生産者B

経営形態 個人

経営構成員※ 2~4名

立地 中山間地、津野町
ハブソウ栽培面積※ 0.5a
県内での規模 小

収穫から販売開始までの期間 約1か月

加工機械※

・細断（はめきり）
・茶もみ機（もみ作業）
・炒り作業をほぼしない

販売量※ 20~60kg（年度によって変化大）

〇生産者B

農業総収入 10～30万（年度によって変化大）

販売単価 80~100gで250円

販売先 県内4か所の直売所

複合農業

・きし豆茶
・イタドリ
・四方竹
・原木シイタケ



〇生産者Bでのハブ茶加工法

〇ハブ茶生産での課題点
① ハブ茶生産量・購入量は年々減少
・販売先は直売所で充分になってしまっている

②作業員の高齢化
・加工工程に手作業が必要なことや天候に左右される部分が
多いため、作業効率に限界がある

③PRが難しい
・県内でPRしても、県が「土佐茶」を推進しているため
堂々とはできない



4.2 アンケート調査

〇回答者数： 155人（県内139人、県外16人）
〇ハブ茶への経験 飲んだことがある： 84人

飲んだことはないが知っている： 33人
知らない： 38人

〇ハブ茶を飲む頻度 たまに・数度のみ、なし： それぞれ5割
〇ハブ茶が2種あることについての既知度

知っていた ： 1名
知らなかった： 154名
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〇価格について（茶葉100gあたり）

高い 妥当である 安い

ハブソウ

茶葉（リーフ）
約400円 17% 77% 6%

ティーバッグ
約1500円 68% 30% 1%

エビスグサ

茶葉（リーフ）
約100~300円 3% 74% 21%

ティーバッグ
約1200円 53% 43% 3%

〇クロス分析（年代×ハブ茶への経験）
~20歳
未満 20代 30代 40代 50代 60代 70代 80代 計(人数)

ハブ茶
経験

飲んだ
ことが
ある

0% 28% 58% 68% 50% 77% 100% 100% 84

飲んだ
ことは
ないが
知って
いる

20% 32% 19% 15% 33% 23% 0% 0% 33

知らない 80% 40% 23% 18% 17% 0% 0% 0% 38

計(人数) 10 25 48 34 18 13 4 3 155



〇クロス分析（年代×普段のお茶）
計 ~20歳未満 20代 30代 40代 50代 60代 70代 80代

人 155 10 25 48 34 18 13 4 3

緑茶

ペット
ボトル ％ 43.9 10.0 64.0 54.2 44.1 44.4 7.7 25.0 0.0
ティー
バッグ ％ 15.5 10.0 20.0 20.8 5.9 16.7 15.4 25.0 0.0

リーフ ％ 21.3 10.0 24.0 10.4 14.7 50.0 46.2 25.0 0.0

粉 ％ 6.5 0.0 8.0 6.3 11.8 0.0 0.0 0.0 33.3

紅茶

ペット
ボトル ％ 13.5 0.0 28.0 18.8 11.8 5.6 0.0 0.0 0.0
ティー
バッグ ％ 32.3 10.0 36.0 39.6 44.1 22.2 15.4 0.0 0.0

リーフ ％ 5.8 0.0 0.0 2.1 11.8 11.1 7.7 25.0 0.0

粉 ％ 1.9 10.0 0.0 2.1 2.9 0.0 0.0 0.0 0.0

麦茶

ペット
ボトル ％ 13.5 40.0 20.0 8.3 17.6 11.1 0.0 0.0 0.0
ティー
バッグ ％ 12.9 0.0 12.0 18.8 8.8 11.1 23.1 0.0 0.0

リーフ ％ 7.1 20.0 12.0 6.3 5.9 0.0 7.7 0.0 0.0

粉 ％ 0.6 0.0 4.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

計 ~20歳未満 20代 30代 40代 50代 60代 70代 80代

人 155 10 25 48 34 18 13 4 3

ルイボス

ペット
ボトル ％ 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0
ティー
バッグ ％ 5.8 0.0 8.0 6.3 5.9 5.6 7.7 0.0 0.0

リーフ ％ 3.2 0.0 12.0 4.2 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

粉 ％ 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

ほうじ

ペット
ボトル ％ 3.2 0.0 8.0 0.0 2.9 5.6 7.7 0.0 0.0
ティー
バッグ ％ 3.9 0.0 0.0 4.2 0.0 16.7 7.7 0.0 0.0

リーフ ％ 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

粉 ％ 0.6 0.0 4.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

その他

ペット
ボトル ％ 1.9 0.0 0.0 6.3 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0
ティー
バッグ ％ 9.0 10.0 0.0 18.8 2.9 5.6 0.0 25.0 33.3

リーフ ％ 18.1 10.0 16.0 14.6 17.6 22.2 30.8 25.0 33.3

粉 ％ 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

無回答 ％ 6.5 0.0 8.0 4.2 8.8 0.0 15.4 25.0 0.0



4．考察

年代間でみられた茶への嗜好の差異に対し、購入者増加のため

には「利便性」「機能性」が求められる。

ハブ茶のリーフ状態の販売に加え、ティーバッグ販売を増加さ

せ、同時にGAVAによるリラックス効能のPRを推進することで購

入者増加が期待できる。

そこから生産量増加、ティーバッグ加工の低価格化につながる

と考えられる。


